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 要 旨   

 

目的：保護行動戦略（PBS）は、特にリスク因子を有する集団において、飲酒と関連する悪影

響を減少させるために飲酒前、飲酒中、飲酒後に用いるアルコール特有の認知行動戦略であ

る。PBS に関する先行研究は北米の大学生に限定されていたため、本研究は特別教育センタ

ー（SEC）に通うポーランドの青年における PBS使用の役割を調べた。 

方法：ポーランドの SECに通う全国の学生 12〜19歳（平均=15.8; SD=1.22）からデータ収

集された（N=1585;約 33％女性）。自己記入式の匿名アンケートが、SECのオンサイトで記入

された。PBSは、北米版 PBSS-20をポーランドに適合した形で測定した。アルコール関連問

題は MINI-KID ツールをポーランド版に適合させて評価した。飲酒は過去 1 年間の飲酒頻度

に関する 1つの質問と、リッカート尺度（「1」=まったくない、から「7」=「40回以上」）で

測定した。階層回帰モデルを使用し、人口統計学的共変量（性別、家族構成、SECの種類）と

飲酒頻度を調整した後、アルコール関連問題に対する PBS（合計スコアとサブスケールスコ

ア）の使用による主効果と交互作用効果を検証した。 

結果：78%が 14 歳未満からの飲酒を報告し、大多数(約 94％)が PBS の使用を報告した。回

帰分析は PBSの使用が飲酒およびアルコール関連問題のリスク低下との関連を示した。PBS

は、合計スケール(F 変化量(1,1555)=15.96,p<0.001)および PBS サブスケールの 1 つである

飲酒制限/禁酒(F変化量(1,1555)=4.80,p<0.029）において、飲酒とアルコール関連問題との関

係を有意に緩和していた。PBS に関する既存の文献とレジリエンス理論の枠組みの中で解釈

すると、PBSの代償的および保護的効果を支持する結果となった。 

結論：PBS は SEC に通う青年のアルコール関連問題の減少に役立つ。脆弱な青年期の PBS

指導介入は、自己防衛を強化し危険な飲酒と関連する悪影響を減らす可能性がある。 

  


